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 引き続き、一目均衡表における波動論についてご説明します。 
 相場は最低限、N 波動が出ない限り終了しない。これが考え方の基本です。（10 月 22 号のリポー

ト参照） 
 2531 宝ホールディングスの日足チャートをご覧下さい。 
 長らく売られ続けましたが、以前の相場における戻り幅を今回は大きく上回ったところを見ると、

10 月 10 日の 551 円は底と判断していいと思います。 
 とすると、10 月 10 日安値 551 円から 10 月 21 日高値 693 円までの上げはまだ１波動目‥‥。 
 現在は調整していますが、おそらく 551 円の安値は下回らずに再度上昇に向かう公算が大きいの

ではないでしょうか。これにより N 波動が出来上がる訳です。 
 相場は最低限、N 波動が出ない限り終了しない。       次回に続きます。 

（無料ﾃﾚﾌｫﾝｻｰﾋﾞｽですお気軽に）やさしいチャート教室 03－3669－5552 
 
 
《宝ホールディングス》  

 

 
Alpha Chart 社 

 
 
 
 
 
 
このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるように

お願い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 
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